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職域のがん検診
精度管理の徹底でがん検診の効果を最大に

健保連 第226回臨時総会開催
役員改選で新体制が発足
新会長に鈴木伸弥氏を選出

2026年度診療報酬改定について
大道 久

特 集

大局大説
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5
OTC医薬品

予防・早期対応

医療費の
適正化

疾病予防対策

家庭常備薬

日常の
ヘルスケア

家庭常備薬を通じて、
働く人々とご家族の健康管理をサポートします。

Self-medication

上手にOTC医薬品※を活用し、
セルフメディケーションの推進を!
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視　点

介護保険の制度改革

　
介
護
保
険
制
度
は
当
然
、少
子
高
齢
化

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

2
0
4
0
年
に
は
日
本
全
体
の
生
産
年

齢
人
口
は
減
少
す
る
が
、過
疎
地
域
で
は

高
齢
人
口
も
減
少
す
る
。2
0
5
0
年
に

は
全
市
町
村
の
3
割
で
人
口
が
半
減
以

下
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。一
方
で

大
都
市
部
の
状
況
は
異
な
る
。

　
こ
の
た
め
、昨
年
12
月
の
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険
部
会
の「
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」で
は
、全
国

一
律
の
対
応
か
ら
、①
中
山
間
・
人
口
減

少
地
域
②
大
都
市
部
③
一
般
市
等
―
―

の
3
つ
の
地
域
類
型
を
意
識
し
て
、サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
図
る
新
し
い

方
向
が
示
さ
れ
た
。そ
の
方
向
性
は
理
解

で
き
る
が
、具
体
化
に
際
し
て
は
丁
寧
な

検
討
も
必
要
だ
。法
改
正
が
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
は
、4
月
3
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た「
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」の
中
に
盛
り
込
ま
れ
、今
後

国
会
で
審
議
さ
れ
る
。

　
3
つ
の
地
域
類
型
の
う
ち
中
山
間
・
人

口
減
少
地
域
で
は
、サ
ー
ビ
ス
需
要
の
減

少
、事
業
者
の
撤
退
等
が
問
題
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
維
持
の
た
め
、I
C
T

機
器
の
活
用
、職
員
の
負
担
へ
の
配
慮
や

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
等
の
観
点
も
踏

ま
え
、特
例
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
新
た
な
類

型
を
設
け
、常
勤
・
専
従
要
件
、夜
勤
要
件

の
緩
和
等
人
員
配
置
基
準
の
柔
軟
化
を

認
め
る
方
向
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、そ
う
し
た
地
域
で
は
安
定
的
な

運
営
が
難
し
い
た
め
、例
え
ば
訪
問
介
護

に
つ
い
て
、現
行
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
回
数

に
応
じ
た
出
来
高
報
酬
と
別
途
、包
括
的

な
評
価
を
選
択
可
能
と
す
る
方
向
が
示

さ
れ
た
。さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
基
盤
維
持
の

た
め
、市
町
村
が
関
与
す
る
事
業 （
地
域

支
援
事
業
の
一
類
型
）の
仕
組
み
も
設
け

ら
れ
る
。

　
な
お
、2
0
4
0
年
に
か
け
て
サ
ー
ビ

ス
需
要
が
増
加
し
続
け
る
大
都
市
部
や

2
0
4
0
年
ま
で
の
間
に
サ
ー
ビ
ス
需

要
が
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
る
一
般
市

等
で
は
、中
山
間
・
人
口
減
少
地
域
の
よ

う
な
対
応
は
取
ら
れ
な
い
が
、機
能
が
類

似
し
て
い
る
事
業
を
再
整
理
す
る
た
め
、

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
廃
止
し
、日
中
・

夜
間
を
通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
に
統

合
す
る
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
制
度
改
革
で
は
、有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
運
営
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、

登
録
制
の
導
入
、囲
い
込
み
対
策
、登
録

制
と
な
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居
者

に
係
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
対
す
る
利
用

者
負
担
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、給
付
と
負
担
の
問
題
は
ま
た

し
て
も
先
送
り
さ
れ
て
残
念
だ
。こ
れ
ま

で
介
護
保
険
の
利
用
者
2
割
負
担
、現
役

並
み
所
得
の
3
割
負
担
の
判
断
基
準
は

何
度
も
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、今
回
も
結

論
は
見
送
ら
れ
第
10
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
開
始（
2
0
2
7
年
度
か
ら
）の

前
ま
で
に
結
論
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、軽
度
者
へ
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

等
に
関
す
る
給
付
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
検
討
と
な
っ
た
。

　
介
護
保
険
の
総
費
用
は
制
度
創
設
以

来
大
き
く
増
加
し
、2
0
2
6
年
度
予
算

ベ
ー
ス
で
14
・
6
兆
円
と
な
っ
た
が
今
後

も
増
加
す
る
。制
度
の
持
続
性
を
高
め
る

た
め
に
は
、I
C
T
等
を
活
用
し
た
提
供

体
制
の
生
産
性
向
上
や
給
付
の
見
直
し

と
と
も
に
、保
険
料
負
担
、自
己
負
担
、公

費
な
ど
財
源
の
在
り
方
の
検
討
は
避
け

て
通
れ
な
い
と
考
え
る
。


